








日常を忘れて豊かな自然を味わおう
　ダイナミックな自然あふれる松本には、絶景を満喫できるキャンプ場

が各地にあります。市街地から車で30分ほどの近場から標高1,500mも

のかなたまで。そして特徴も様々です。シラカンバに囲まれた池で魚釣り

に夢中になったり、樹上アスレチックが楽しめたり、満天の星を眺めた

り、日本百名山の中腹に泊まれたりする場所もあります。個性豊かなキャ

ンプ場の中から見たい景色、やりたいことで行き先を選んでみては？

パウダースノーに足跡をつけながら進む
　乗鞍高原や上高地の冬の見どころをスノーシューで巡るトレッキン

グツアー。凍った池を渡ったり、ソリで遊んだりしながら、大自然を楽

しめます。下りルートがメインの乗鞍高原半日コースなら子どもやお

年寄り、体力に自信がない人でも安心。冬になると、釜トンネルから歩

いてしか行くことができない上高地では、大正池に映る逆さ穂高連峰

や白銀の北アルプスの山岳美を満喫できます。

【スキー・スノーシュー】

【キャンプ】

ペダルをこぎながら季節の風を感じよう

　40年の歴史を誇る「乗鞍ヒルクライム」や、難所の「激坂」が人気の

「ツール・ド・美ヶ原」などの自転車レースが開催され、国内外から多く

のサイクリストが訪れる松本。絶景やロケ地などを巡るルートや、県を

一周するロングライドコース

にマウンテンバイクで高原

の大自然を満喫するコース

など、多彩なサイクリング

ルートがあります。さあ、季

節の風を感じに出かけてみ

てください。

【サイクリング】

国宝松本城ライトアップ
暗闇に浮かび上がる荘厳な姿

　日没後の松本市を彩る筆頭は、松本城天守の

ライトアップ。年間を通じて日没から22時まで

行われています。暗闇に佇む天守の姿が堀

に映り込み、昼間とは一味違った松本城を

楽しめます。桜の季節には、松本城外堀と

女鳥羽川の桜並木がライトアップされ、美し

い光の回廊が浮かび上がるイベントも開催さ

れます。

中旬
四賀福寿草まつり
＠四賀地区福寿草群生地

下旬
ツール・ド・美ヶ原高原
自転車レース大会
浅間温泉（スタート）
美ケ原高原（ゴール）

下旬
国宝松本城太鼓まつり
＠松本城公園
　メインステージ 他

第１土曜日
松本ぼんぼん
＠中心市街地

8月中旬〜9月上旬
セイジ・オザワ
松本フェスティバル（OMF）
@キッセイ文化ホール
@まつもと市民芸術館 他

中旬
「山の日」四方山祭りin上高地
＠上高地

下旬
乗鞍ヒルクライム
＠乗鞍高原

27日
上高地開山祭
＠上高地河童橋畔

工芸の五月

下旬
クラフトフェアまつもと

中旬
※松本城開花宣言3日後から
　8日間（予定）

国宝松本城桜並木 光の回廊
@国宝松本城外堀
@女鳥羽川
@大名町

信州・まつもと大歌舞伎
（不定期開催）

中旬
信州・松本そば祭り
＠松本城公園 他

中旬
浅間温泉たいまつまつり
＠浅間温泉

3〜10日
国宝松本城Week
＠松本城公園

15日
上高地閉山式
＠上高地河童橋畔

3日
松本まつり
〜まつもと市民祭〜
＠国宝松本城・中心市街地

12月〜約3カ月
松本市イルミネーション
＠国宝松本城・大名町 他

上旬
松本あめ市
＠中心市街地

1月下旬〜2月上旬
国宝松本城
氷彫フェスティバル
＠松本城公園
＠松本駅前広場 他

下旬
美ヶ原温泉道祖神祭り
@美ヶ原温泉

上旬
国宝松本城天守ナイトツアー
＠国宝松本城

3月 March 4月 April 5月 May 6月 June 7月 July 8月  August 9月 September 10月 October 11月 November 12月 December 2月 February1月 January

松本の文化に触れるナイトスポット
日が暮れてから巡りたい

　夜の松本には魅力的な場所がたくさん。雰囲気のあ

る中町や縄手通りには旅の疲れを癒やしてくれる

多彩なお店が点在します。実は松本は「BARの

街」。気軽に立ち寄れば、地酒とともに松本の文

化に触れることができるかも。音楽の街としても

有名な松本ならではの個性的なライブハウスや、

アミューズメントバーではダーツなども楽しめます。

松本の「夜の顔」に出会う
日が沈んでからの松本も、また素敵な一面があります。

昼間とはちょっと違う表情の松本と出会ってみてください。

自然を体感しよう！
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　長野県は標高の高さや霧の濃さ、日照時間の短さな

どが蕎麦の栽培条件に適しているため、名産地になっ

たと言われています。松本は奈川、乗鞍高原が産地と

して有名で市街地には手打ち蕎麦の店が軒を連ねま

す。奈川の「とうじそば」は冬の郷土

食として知られています。

　江戸時代から市内の一部地域で栽培

されてきた伝統野菜。夏に一度掘

り起こしてから植え替えるた

め、根元が曲がっているの

が特徴です。加熱すると、

甘くとろとろになってお

鍋に最適。松本の自慢

の味です。

VERY SATISFIED! MATSUMOTO
おいしい！

︻
蕎
麦
︼

︻
蕎
麦
︼

　鶏のモモやムネの1枚肉をニンニクなどを入れ

たしょうゆベースのタレに漬け込み、片栗粉をま

ぶして揚げる松本の郷土料理。市内の飲食店や

学校給食で提供されるほか、スーパーの総菜

コーナーにも並ぶ地元では一般的な料理です。

︻
山
賊
焼
︼

【松本一本ねぎ】

　高タンパクで鉄分やミネラルが豊富

に含まれている馬肉。松本には馬刺しや

桜鍋（馬肉のすき焼き）を扱う料理店が

数多くあります。

　安曇・奈川地域に多くあ

る清流で育った岩魚。1匹

をまるごと塩焼きにするほ

か、刺身や甘露煮にして食

べます。市内には囲炉裏で

じっくりと塩焼きにした岩

魚を出すお店もあります。

【漬物】

【岩魚】

　様々な農産物が生産されている松本市。中でもスイカ・ブドウ・リン

ゴは市内外で人気の特産品です。長野県の「りんご三兄弟®」といえば

秋映、シナノスイート、シナノゴールド。高級ブドウの黄華は松本生まれ

で、デラウェアは長野県の生産量の9割が松本産です。

【スイカ・ブドウ・リンゴ】

　松本は北アルプスからのミネラル豊富な伏流水

や四季折々の気候など、日本酒造りに必要な要素

を満たしており、自然や風土に根付いた地酒造り

が伝承されているほか、山辺・四賀地区などでは

品質の良いワインを醸造しています。近年はクラフ

トビールの店も

増えています。

【ワイン・日本酒・クラフトビール】

　江戸時代末期に養蚕業が盛んだった松

本で生まれた松本だるまは、お蚕がよくと

れた年を指す「大當」の文字が特徴。現在

は試験合格など様々な願いに応えます。

︻
松
本
だ
る
ま
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　良質な木材が多く、種類も豊富な長野県。中で

も空気が乾燥し風通しの良い松本は家具作りに最

適。材料のミズメザクラは、その堅さのため機械加

工は難しく、職人の手わざだけが家具に生まれ変

わらせる唯一の方法です。

【松本民芸家具】

　小麦粉と蕎麦粉に水や湯

を加えて練り、薄くのばし

た生地で野菜などを包ん

で焼いた信州を代表する

郷土料理。松本駅や松本城

の近くなどにお店があり、生

地や中身にそれぞれの特徴が

あります。

【おやき】

【和菓子】

　ギターの生産量が日本一の松本。寒暖差が

大きく乾燥した気候がギターの製造に適してい

るため、市内には数多くのメーカーがあり、トッ

プミュージシャンからも高い評価を得ています。

【ギター】

　ふんわりとしたパン生地で練乳

入りのミルククリームを挟んだ長野県のご当地

パン。県内各地で10種類以上作られており、店

舗ごとに味や形、パッケージが異なります。

【牛乳パン】

　江戸時代中期に生まれ

た松本てまりは、今も大切

に文化的技法が守り伝え

られています。現在のてま

りは当時を忠実に復元し、

そこに近代的な色彩の感

覚を加えたものです。

【松本てまり】
　江戸時代中期初めに京都から全国

に伝わった押絵雛。松本では文化・文

政期から天保期に作られ、明治時代初

期には一大産業にまで成長しました。

【松本押絵雛】

︻
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味わう
買う

GOURMET&
SHOPPING

& 　松本には、食べたくなって、欲しくなっちゃうものがいっぱい。海のない

松本だからこそ育まれたおいしさはどれも唸るほど。旅の喜びを大切な人

に伝えたくなる、松本みやげもたくさんあります。ぜひ、満面の笑みを浮か

べながら、物欲も食欲も大満足な体験を。

︻
信
州
味
噌
︼

︻
信
州
味
噌
︼

アタリ画像

大満足！

　雪解け水と澄んだ空気に恵まれた

松本。市内にある工場では、2年もしく

は3年熟成させた長熟味　や味　玉

造りなど昔ながらの製法の味　が造

られています。

　野沢菜漬けをはじめ、様々

な漬物文化がある松本では、

季節野菜の味　漬けや地酒

の吟醸粕を使った粕漬

け、わさび漬けなどのほ

か、安曇特産の稲核菜

や奈川特産の赤かぶ

の漬物も名物です。

　年間を通して湿度が低く、地下水が豊富な松

本では、生菓子、半生菓子が多く作られ、全国有

数の菓子の産地として知られていま

す。松本平では　作りが盛ん

で、江戸時代に創業した老

舗も多くあります。
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もう、次に来ることを思ってる。
松本はそんな街です。
次こそ行こうと思って、来ていなかったけれど

ちょっと遠いかなと思って、

なんとなく、先送りにしちゃっていたけれど、

 

来てみたら、また来たくなる。

 

都会すぎてもいなくて、かといって

田舎すぎてもいない。

ちょうどいい居心地の街。

 

北アルプスや美ケ原高原など、息をのむような

大自然に囲まれ、歴史や文化が薫る城下町。

 

ここには、見たいもの、やってみたいこと、

食べたいものがぎっしりあります。

春も、夏も、秋も、そして

寒いけれど冬の美しさはまた格別。

 

温泉や人のぬくもりで、

ゆっくり、心もほぐれていく。

 

松本は、いつでも、あなたを待っています。
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